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 論文内容の要旨
第蓋章緒言
半導体の微細化
配線の複雑さに
行したナノスケ
 今後,より高性能なし劔シス
本研究では,L饒
づく回路技術に
回路(2値論理
能なLSiシステ
回路)を有効利
効利用した,2値
規模なしS1シス
かにする.また
れを発展させ,
テムの実現に向
 い,次世代デバイスを活用した2値
 第2章多値論理集積回路に関する基礎的考察
多値論理回路
値論理回路は,
れまでに,非2進
路が数多く考案
また,厳()SFET以
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 図i(盆〉2値論理聾D野と(b)MVC
であり,強誘電体
が提案されてい
設計フローの開発
 課題としてあげられる.
 第3章電流モード多値論理に基づくフ
本章では,電流モ
ールドプログラマ
その設計および
ル信号処理向け
算アルゴリズム
積園路の実現可
 厳VCML鞭DEと呼び,2値論理
本研究では,MV
造プ惚セスを利
を明らかにして
比較を示す.2値
できないが,瓢VC
各基本構成ブヨッ
また,0.洩難C瓢
おり,正常動作する多値論理集積回路と
さらに,麗VCML
よるM平C狐狸D璽
0.3駄鵬,0.2馳搬
 し,微細プ障セスにおいてもMVCM
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 図2提案するハイレベル設計フロー 図32値・多値融
第爆草露値・多値融合論理集積回路のハイレベル設
今後,大規模な
開発が必要不可
なハイレベル設
取り扱うことの
規模な多値論理
論理回路の混在設
図2に提案する
の設計フローを
は,2値論理回路
を抽象度の高い
述の変換によって
最後に,ネット
 とによって両回路が融合されたレイアウトが得られる.
本研究では,提
設計した.設計
る.図3に,設計
を通して,提案
 かになった.
第轟章単電子トランジスタを用いた麟直
本章では,単電子
あることに着目
ともに,S還丁の
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論理ゲートをS猛
べる.さらに,SE
る連想メモリ(Co魏e鍛t・A磁ressab至e瓢e鵬。望y:
図4に提案するSE
SETのドレイン電
ているSETによる
理関数を実現することができ,さらに,算
また,より実用的
は,通常のCAM
できることが明
 作検証を行った.図5にS
 第6章結言
本論文では,2値
提案し,その設計
実証するととも
値・多値融合論
その有用性を示
ゲートファミリ
を用いたCA鍛を
 を実現できることを明らかにした.
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 論文審査結果の要旨
現在のLSIシ
また、極限的
刻化すると予
論理設計に基
 成果をとりまとめたもので、全文6章よりなる。
 第}章は緒言である。
第2章では、
 関する基礎的考察を与えている。
第3章では、
ジタルフィル
ールドプログ
常の2値論理
 ある。
第4章では、
計手法におい
って、2値・多
提案する設計
 効性を確認している。
第5章では、
論理回路を提
算術演算回路
作検証に成功
回路遅延を約24%、消
 第6章は結言である。
以上要するに
し、性能評価
 が少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文とし
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